
都予防計画の中間のまとめからの主な変更点について①

＊計画の位置づけ、計画期間等について冒頭に明記

＊ 第一章／第１／１～３ の項目を表題に合わせ、構成を整理（下表参照）

＊本文中に注釈をつける用語と巻末資料の語句説明として掲載するものを整理

＊ 表題と記載内容の整合、章ごとの記載の相違・バランス等（主に第二章と第三章）を考慮して
表題を変更

１ 構成等の変更

資料２－３

第一章 基本的な考え方
第１ 基本方針

備考

１ 総合的な感染症対策の実施 (1)事前対応型取組の推進 単独項目化（表題は削除）

(2)都による総合調整・指示 ２－（２）

(3)感染症対策連携協議会 ３－（１）

２ 健康危機管理体制の強化 (1)健康危機管理体制 項目立て

(2)都による総合調整・指示

３ 関係機関との連携体制の強化 (1)感染症対策連携協議会

(2)関連部門・他機関との連携促進 項目立て 1



都予防計画の中間のまとめからの主な変更点について②

２ 審議会委員の意見の主な反映

委員意見 対応 該当ページ

「人権の尊重」等について、患者等の人権に加え、
「医療従事者及びその家族等関係者」に関する記載
を明記してはどうか。

計画案に反映 ８、11ページ

「情報提供」について、「情報提供・情報共有」と
してはどうか。

都民に対しては「情報提供」とし、保健所等に
対しては「情報提供・情報共有」として計画案
に反映

13、19、21、23、
24、32、34、40、
61ページ

リスクコミュニケーション等の冒頭に「感染症対応
においては、都民を含めた関係者の理解 ・協力が不
可欠となる。」を追加してはどうか。

計画案に反映 19ページ

医師等の人材育成等の「インテリジェンス機能を支
える医師の育成」を分かりやすい表現に修正しては
どうか。

「都は、感染症に係る専門知識や経験に基づき、
感染症発生時等に都の感染症対策を支える医師
の確保と育成に、先駆的に取り組む。」に修正

37ページ

新型コロナでは高齢者が重症化リスクが高かったが、
小児が流行の中心となるなど、異なる性状の新興感
染症が発生した場合の観点も必要ではないか。

第三章／第１基本的な考え方に、様々な性状等
を想定した対応方針の検討等を追記

45ページ

薬剤耐性対策について、健康安全研究センターも含
めて都全体で実施するという表現が良いのではない
か。

都及び保健所設置区市、健康安全研究センター
に加え、都内病院に対する院内感染防止対策の
取組支援を追記

70ページ
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都予防計画の中間のまとめからの主な変更点について③

＊ 第三章／第１／２ 医療提供体制の確保に関する考え方に「１ 統一的かつ機動的な対応体制の確保」
を追記

＊ 第四章／第２ に後遺症対策に関する事項を追加
＊ 第一章／第１／１ 総合的な感染症対策の実施に、感染症有事における限られた医療資源の適切な配分
のための倫理的な観点からの意見も考慮した医療提供体制検討プロセスの整備について追記

＊ 以下の図表について、更新・追加

図表の更新・追加 該当ページ

他の関連計画 １ページ

東京感染症アラート概要図 １６ページ

都内感染症指定医療機関のマップ ３０ページ

新興感染症発生時の病床確保、発熱外来設置の要請イメージ ４９ページ、５４ページ

新興感染症発生時の保健所及び関係機関の業務（新型コロナ対応を踏まえた検討用イメージ） ６４ページ

「近年における国内外での感染症の主な発生・流行状況」の表 ６８ページ

３ その他の変更
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